
令 和 7 年 度 第 1 回 柏 市 保 健 衛 生 審 議 会 健 康 増 進 部 会 会 議 録  

 

1 開 催 日 時  

令 和 ８ 年 １ 月 １ ５ 日 （ 木 ） 午 後 ２ 時 か ら ３ 時 ３ ０ 分  

 

2 開 催 方 法  

対 面 と ウ ェ ブ 形 式 と の 併 用 に よ る 開 催  

 

3 開 催 場 所  

ウ ェ ル ネ ス 柏 4 階  大 会 議 室  

 

4 出 席 者  ※ ウ ェ ブ 形 式 に よ る 参 加  

委 員  

橋 本 英 樹 会 長 ， 池 澤 幸 博 委 員 ， 加 藤 理 津 子 委 員 ※ ，  

木 村 能 芙 子 委 員 ， 小 齋 隆 宣 委 員 ， 齊 藤 泉 委 員 ， 高 橋 直 資 委 員 ，  

髙 橋 史 成 委 員 ， 西 田 美 穂 委 員 ， 平 野 江 利 香 委 員 ， 松 本 文 委 員  

 

事 務 局  

健 康 医 療 部 長 （ 高 橋 裕 之 ） ， 健 康 増 進 課 長 （ 梅 澤 貴 義 ） ，  

健 康 増 進 課 職 員  

 

部 内 関 係 者  

健 康 政 策 課 長 （ 宗 得 貴 之 ） ， 健 康 政 策 課 専 門 監 （ 野 口 綾 子 ） ，  

高 齢 者 支 援 課 長 （ 島 澤 智 宏 ） ， 地 域 包 括 支 援 課 長 （ 小 出 嘉 則 ） ，  

総 務 企 画 課 主 任 （ 助 名 奈 央 実 ） ， 保 健 予 防 課 長 （ 荒 巻 麻 衣 子 ） ，   

 

他 部 関 係 者  

ス ポ ー ツ 課 長 （ 川 口 剛 ） ， 福 祉 政 策 課 長 （ 渡 邊 浩 司 ） ，  

福 祉 政 策 課 統 括 リ ー ダ ー （ 髙 橋 志 布 ） ， 母 子 保 健 課 長 （ 星 裕 子 ） ，

農 政 課 長 （ 中 村 亮 ） ， 農 政 課 主 査 （ 栗 原 菜 生 ）  

 

政 策 ア ド バ イ ザ ー   

千 葉 大 学 予 防 医 学 セ ン タ ー  中 込 敦 士  准 教 授  



5 議 事 内 容  

報 告  

第 ２ 次 柏 市 健 康 増 進 計 画 の 推 進 に つ い て  

議 題  

第 ２ 次 柏 市 健 康 増 進 計 画 の 進 捗 管 理 に つ い て  

 

6 資 料  

資 料 １  次 第  

資 料 １  委 員 名 簿  

資 料 ２  関 係 課 名 簿  

資 料 ３  第 ２ 次 柏 市 健 康 増 進 計 画 の 推 進 に つ い て  

資 料 ４  第 ２ 次 柏 市 健 康 増 進 計 画 の 進 捗 管 理 に つ い て  

資 料 ５  第 ２ 次 柏 市 健 康 増 進 計 画  取 り 組 み 事 業 一 覧  

資 料 ６  令 和 ８ 年 度 審 議 体 制 に つ い て  

 

7 議 事 （ 要 旨 ）  

第 ２ 次 柏 市 健 康 増 進 計 画 の 進 捗 管 理 に つ い て  

【 事 務 局 】  

資 料 ４ ， ５ の 説 明  

【 橋 本 会 長 】  

庁 内 連 絡 会 議 で あ る 「 健 康 づ く り 業 務 庁 内 連 絡 会 」 に 関 し て ， 資

料 ３ で は ， 公 園 緑 地 課 ， 交 通 政 策 課 ， 自 転 車 対 策 室 は 資 料 配 付 先

と し て 記 載 さ れ て い る が ， 資 料 ５ － １ の と お り ， 実 際 に は 事 業 に

関 わ っ て い る よ う に 見 受 け ら れ る 。 こ れ ら の 課 は ， 今 後 ， 庁 内 連

絡 会 議 に 参 加 す る 予 定 は あ る の か 。  

【 事 務 局 】  

資 料 ５ － １ の 取 り 組 み 事 業 一 覧 の 担 当 課 に は ， す で に 主 体 的 な 担

当 部 局 と な っ て い る 課 と ， 連 絡 ・ 協 力 関 係 に あ る 課 が 混 在 し て い

る 。 公 園 緑 地 課 ， 交 通 政 策 課 ， 自 転 車 対 策 室 は 庁 内 連 絡 会 に 参 加

し て お ら ず ， 現 時 点 で は 協 力 依 頼 の 段 階 で あ る 。  

【 橋 本 会 長 】  

第 二 次 健 康 増 進 計 画 の 特 徴 は 二 点 あ る 。  



一 つ は ， 健 康 寿 命 の 延 伸 に 加 え ， 生 活 の 質 （ Ｑ Ｏ Ｌ ） の 向 上 を 重

視 し て い る 点 で あ る 。  

も う 一 つ は ， ラ イ フ コ ー ス 全 体 を 通 じ て ， 個 人 の 取 組 だ け で な く

環 境 へ の 働 き か け を 重 視 し て い る 点 で あ る 。  

進 捗 管 理 に は 健 康 づ く り 部 局 に 加 え ， 環 境 整 備 を 担 う 土 木 ・ 交 通

部 局 も 参 画 し ， 市 民 ・ 地 域 ・ 関 係 機 関 ・ 行 政 が 一 緒 に 「 オ ー ル 柏

体 制 」 で 健 康 づ く り を 推 進 し て い く こ と と し て い る 。  

ま た ， 重 点 分 野 で は 発 症 予 防 と 重 症 化 予 防 の 連 携 や ， 女 性 の 健 康

を ラ イ フ ス テ ー ジ ご と に 重 点 化 し て い る 。  

以 上 を 踏 ま え ， 各 委 員 か ら 意 見 を 伺 い た い 。  

【 小 齋 委 員 】  

資 料 ５ － ２ ， 事 業 番 号 １ ３ 「 公 共 交 通 空 白 不 便 地 域 へ の コ ミ ュ ニ

テ ィ 交 通 運 行 」 に つ い て ， 本 計 画 が １ ２ 年 間 の 長 期 に わ た る た

め ， そ の 間 に ロ ボ ッ ト 技 術 や Ａ Ｉ の 進 展 に よ り 市 民 生 活 に 大 き な

変 化 が あ る と 予 想 さ れ る 。 そ の た め ， 調 査 研 究 や 先 行 的 導 入 を 視

野 に 入 れ た 記 載 が あ っ て も 良 い の で は な い か 。 新 技 術 を 公 共 交 通

に 反 映 さ せ る 姿 勢 が 重 要 で あ る 。  

【 橋 本 会 長 】  

交 通 分 野 に 限 ら ず ， 介 護 分 野 な ど も 含 め ， Ａ Ｉ や ロ ボ テ ィ ク ス な

ど の 新 技 術 が 本 計 画 に 変 化 を 要 求 し て く る 可 能 性 が 高 い 。 単 な る

進 捗 管 理 に と ど ま ら ず ， 新 技 術 の 動 向 を 踏 ま え た 見 直 し も 進 捗 管

理 の 一 部 と し て 捉 え る 必 要 が あ る 。  

【 加 藤 委 員 】  

資 料 ５ － ２ に つ い て ， 記 載 内 容 は ア ウ ト カ ム や ア ウ ト プ ッ ト な ど

結 果 評 価 が 中 心 で あ る が ， 結 果 を 出 す た め に は プ ロ セ ス も 重 要 で

あ る 。  

例 え ば 資 料 ５ － ２ ， 事 業 番 号 １ 「 フ レ イ ル 予 防 事 業 (栄 養 ・ 食 生

活 ） 」 に つ い て ， 実 績 値 及 び 次 年 度 指 標 の 項 目 ② 「 地 域 包 括 支 援

セ ン タ ー 主 催 の 料 理 教 室 参 加 者 数 」 は ， 令 和 ５ 年 度 か ら ６ 年 度 で

３ 倍 に 増 加 し て い る 。  

こ の 増 加 に つ い て ， ど の よ う な 工 夫 を 行 っ た の か と い っ た プ ロ セ

ス を 評 価 す る 視 点 を ， 報 告 書 や ア ン ケ ー ト 等 に 盛 り 込 む こ と で ，

次 の 取 り 組 み に 生 か せ る の で は な い か 。  



【 橋 本 会 長 】  

通 常 ， 行 政 で は 実 施 回 数 な ど が プ ロ セ ス 評 価 と さ れ る 。 し か し ，

そ の プ ロ セ ス 評 価 を 解 釈 す る た め の 計 量 的 に は 測 り に く い 質 的 情

報 も 含 め て 原 因 分 析 を 行 う こ と は ， ど の 事 業 に も 共 通 し て ， 大 変

有 益 な 示 唆 で あ る 。  

【 池 澤 委 員 】  

資 料 ５ － ２ 事 業 番 号 １ ４ ， １ ５ の ス ポ ー ツ 教 室 や ス ポ ー ツ 推 進 委

員 活 動 に つ い て ， 柏 市 ス ポ ー ツ 協 会 は 約 ３ ３ 団 体 で 構 成 さ れ ， 幅

広 い 世 代 が 市 民 ス ポ ー ツ 大 会 に 参 加 し て い る 。 近 年 は 少 子 高 齢 化

に よ り 子 ど も の 参 加 は 横 ば い ， 高 齢 者 の 参 加 が 増 加 し て い る 。  

ま た ， 役 員 の 高 齢 化 が 進 ん で お り ， 若 者 や 女 性 な ど 多 様 な 視 点 を

取 り 入 れ て い く こ と が 課 題 で あ る 。  

【 橋 本 会 長 】  

ス ポ ー ツ に 限 ら ず ， フ レ イ ル 予 防 や ウ ォ ー キ ン グ な ど も 含 め ， 現

在 の 指 標 は 参 加 人 数 の み と な っ て い る が ， ラ イ フ ス テ ー ジ や ジ ェ

ン ダ ー と い っ た セ グ メ ン ト を 意 識 し た 評 価 を 組 み 込 む べ き と い う

示 唆 で あ る と 理 解 し た 。  

【 松 本 委 員 】  

今 年 度 ４ 月 か ら 「 柏 市 民 健 康 づ く り 推 進 員 」 の 活 動 は ， 市 の 所 管

変 更 に よ り ， 子 育 て 中 心 の 活 動 か ら 地 域 全 体 の 健 康 づ く り を 対 象

と し た 活 動 へ と 拡 大 し た 。  

総 会 や ブ ロ ッ ク 会 議 を 通 じ て 健 康 増 進 計 画 の 理 解 を 深 め ， 各 地 域

で の 関 わ り 方 を 検 討 し ， 具 体 的 に は ， が ん 検 診 の 啓 発 や 子 供 の 見

守 り 協 力 な ど 受 診 し や す い 環 境 を 整 え る 取 り 組 み や 地 域 行 事 で の

野 菜 摂 取 量 測 定 器 ， 骨 密 度 測 定 器 を 活 用 し た 啓 発 活 動 や ， 健 康 ア

プ リ 「 ワ ニ Ｆ ｉ ｔ 」 の 普 及 な ど に 取 り 組 ん で い る 。 地 域 の 実 態 を

最 も よ く 知 る 立 場 と し て ， 地 域 の 実 態 に 即 し た 健 康 づ く り の 場 を

広 げ て い き た い 。  

【 橋 本 会 長 】  

健 康 づ く り 推 進 員 が 方 針 を 共 有 し た 上 で ， 地 域 ご と に で き る こ と

を 考 え ， 実 践 し て い る 点 は 非 常 に 重 要 で あ る 。  

検 診 受 診 者 数 の 増 減 だ け で な く ， 「 自 分 は 何 が で き る か 」 と 考 え

る 市 民 が ど れ だ け 増 え た か ， そ の 人 た ち を 支 え る 仕 組 み が あ っ た



か と い っ た プ ロ セ ス も ， 市 と し て 把 握 し ， 支 援 し て い く 必 要 が あ

る 。 こ う し た 動 き が 他 団 体 に も 広 が り ， 最 終 的 に オ ー ル 柏 の 健 康

づ く り に つ な が る こ と が 期 待 さ れ る 。  

【 木 村 委 員 】  

資 料 ５ － ２ ， 事 業 名 ７ ２ 「 プ レ コ ン セ プ シ ョ ン ケ ア 推 進 事 業 」 に

つ い て ，  柏 市 ホ ー ム ペ ー ジ に よ る と ， 定 員 １ ０ ０ 名 が ４ 日 で 埋

ま っ て お り ， 市 民 の 関 心 の 高 さ を 感 じ た 。 不 妊 で 悩 む 方 が 多 い の

か な ど 申 請 者 の 傾 向 を 教 え て い た だ き た い 。  

【 母 子 保 健 課 長 】  

若 い う ち か ら 自 分 の 健 康 と 将 来 の ラ イ フ ス タ イ ル ， 妊 娠 ・ 出 産 を

含 め た 健 康 づ く り を 考 え て も ら う こ と を 目 的 と し た 事 業 で あ り ，

申 請 者 は ２ ０ 代 後 半 か ら ３ ０ 代 が 中 心 で ， 男 性 の 参 加 も あ っ た 。

現 時 点 で は ， 不 妊 治 療 中 の 方 は 健 診 対 象 に は 含 め て お ら ず ， 自 身

の 妊 娠 の 可 能 性 を 理 解 す る た め の 健 診 と し て 案 内 し て い る 。  

【 木 村 委 員 】  

資 料 ５ － ２ ， 事 業 名 ５ ９ 「 が ん 検 診 事 業 」 に つ い て ， 受 診 率 の 低

さ が 気 に な っ て い る 。  

Ｐ Ｔ Ａ の 会 員 は 子 育 て 世 代 で あ り ， 母 親 が 乳 が ん 等 を 患 う 事 例 も

身 近 に あ る 。 入 院 ・ 手 術 を 経 て 回 復 す る ま で の 過 程 で ， 子 ど も が

強 い 不 安 を 抱 え ， そ の 後 不 登 校 に つ な が っ た ケ ー ス も あ り ， 母 親

の 健 康 は 子 ど も の 心 身 に 大 き な 影 響 を 与 え る た め ， 受 診 啓 発 を よ

り 一 層 進 め て ほ し い 。  

【 橋 本 会 長 】  

特 に 子 育 て 世 帯 で は ， 一 人 の 病 気 が 家 族 全 体 ， と り わ け 子 ど も ，

特 に 小 学 生 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ す 。 が ん 検 診 だ け で な く ， プ レ コ

ン セ プ シ ョ ン ケ ア な ど 他 の 施 策 と も 連 携 し ， 情 報 を 共 有 す る こ と

で ， 取 り 組 み を 重 層 的 に 進 め る こ と が 重 要 で あ る と 考 え る 。  

【 西 田 委 員 】  

資 料 ５ － ２ ， 事 業 名 ３ ９ 「 不 登 校 児 童 生 徒 の 支 援 事 業 」 に つ い

て ， 近 年 ， 不 登 校 児 童 生 徒 が 非 常 に 増 え て い る 。 「 誰 一 人 取 り 残

さ な い 支 援 の 継 続 」 は ， 教 職 員 や 教 育 委 員 会 が 多 忙 な 中 で ， ど の

よ う に 具 体 的 な 支 援 体 制 を 構 築 す る の か 疑 問 を 感 じ て い る 。  



ま た ， 介 護 の 仕 事 に 携 わ る 中 で ， 糖 尿 病 の 利 用 者 が 増 加 し て い る

印 象 が あ る 。 資 料 ５ － ２ ， 事 業 名 ６ ３ 「 糖 尿 病 腎 症 重 症 化 予 防 プ

ロ グ ラ ム 」 の 令 和 ７ 年 の 実 績 が 空 欄 と な っ て い る が ， 増 減 の 傾 向

に つ い て 知 り た い 。  

【 橋 本 会 長 】  

令 和 ７ 年 度 実 績 に つ い て は ， 別 途 事 務 局 か ら 情 報 提 供 を お 願 い し

た い 。  

不 登 校 問 題 は 大 き な 課 題 で あ り ， 理 想 と し て は 誰 一 人 取 り 残 さ な

い 支 援 が 必 要 だ が ， 現 状 で は 学 校 や 保 護 者 に 余 裕 が な い 。 文 部 科

学 省 は 「 生 き る 力 」 の 育 成 を 学 校 に 求 め て き た が ， そ の 限 界 も 認

識 さ れ ， 地 域 を 巻 き 込 ん だ コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル の 推 進 が 進 ん

で い る 。 今 後 は 学 校 で 起 き て い る 問 題 を 地 域 全 体 の 課 題 と し て 捉

え ， 地 域 が 支 援 で き る 体 制 を 構 築 す る 必 要 が あ る 。  

教 育 委 員 会 と 健 康 部 門 の 連 携 に は 壁 が あ る が ， 不 登 校 問 題 は 教 育

だ け で な く ， 家 庭 や 地 域 ， 健 康 分 野 と も 密 接 に 関 係 し て い る 。  

Ｑ Ｏ Ｌ 向 上 を 考 え る 際 ， 学 校 と い う 生 活 の 場 を 抜 き に は で き な い

た め ， 健 康 分 野 も 教 育 委 員 会 と 連 携 し て 関 与 す る こ と が 重 要 だ と

考 え る 。  

【 商 工 会 議 所  高 橋 委 員 】  

資 料 ５ － ２ ， 事 業 名 ６ ６ 「 地 域 ・ 職 域 連 携 事 業 推 進 」 に つ い て ，

働 く 女 性 の 増 加 や 社 会 保 険 制 度 改 革 を 背 景 に ， 職 域 か ら 女 性 に 対

す る 健 康 支 援 の ア ク シ ョ ン を 起 こ す 余 地 が あ る と 考 え て い る 。 一

方 で ， 事 業 所 ア ン ケ ー ト は 回 答 が 少 な く ， 実 態 把 握 が 難 し い 現 状

が あ る 。  

柏 市 で は 小 規 模 事 業 者 が 多 く ， 経 営 が 厳 し い 中 で ， 健 康 づ く り は

後 回 し に な り が ち の た め ， 個 別 の 事 業 所 に 働 き か け る よ り も ， 建

設 業 組 合 ， 理 容 業 組 合 ， 商 店 会 な ど の 団 体 単 位 で 出 前 講 座 を 実 施

す る 方 が 効 果 的 で あ る と 感 じ て い る 。  

【 橋 本 会 長 】  

女 性 の 働 き 方 の 問 題 は ， 健 康 問 題 に と ど ま ら ず ， 出 生 率 に も 大 き

く 影 響 す る 課 題 で あ る 。 中 小 企 業 は 金 銭 的 な 資 源 は 乏 し い が ， 生

産 性 の 高 い 人 材 を 求 め る ニ ー ズ は 高 い 。 公 的 機 関 や 地 域 が 外 部 か



ら 支 え る 仕 組 み を 構 築 す る こ と が 必 要 で あ り ， そ の 点 に つ い て 商

工 会 議 所 か ら 重 要 な 提 案 を い た だ い た 。  

【 社 会 福 祉 協 議 会  髙 橋 委 員 】  

地 域 活 動 が 健 康 に つ な が る と い う 意 識 を 業 務 の 中 で 強 く 持 つ よ う

に な っ た 。  

今 年 度 ， 健 康 ア プ リ 「 ワ ニ Ｆ ｉ ｔ 」 に 関 す る 問 い 合 わ せ や イ ン ス

ト ー ル 支 援 の た め に 相 談 窓 口 を 訪 れ る 市 民 が 多 く ， そ の 過 程 で 健

康 相 談 に つ な が る ケ ー ス も 多 く 見 ら れ た こ と か ら ， ワ ニ Ｆ ｉ ｔ に

は 大 き な 波 及 効 果 が あ る と 実 感 し て い る 。  

多 く の 事 業 で ワ ニ Ｆ ｉ ｔ の Ｑ Ｒ コ ー ド の ポ イ ン ト 獲 得 制 度 を 活 用

し て い る が ， ど の 事 業 が 活 用 し て い る の か を 進 捗 管 理 の 中 で 見 え

る 化 で き れ ば ， さ ら な る 利 用 促 進 に つ な が る の で は な い か と 考 え

る 。  

【 橋 本 会 長 】  

ワ ニ Ｆ ｉ ｔ の 普 及 を ど の よ う に 図 り ， 見 え る 化 し ， ブ ラ ン ド 化 し

て い く か ， 例 え ば 「 ワ ニ Ｆ ｉ ｔ 協 賛 団 体 」 と い っ た 形 で ブ ラ ン ド

化 し ， 市 の ホ ー ム ペ ー ジ 等 で 発 信 す る こ と も 考 え ら れ る 。 柏 市 の

健 康 ブ ラ ン ド を 形 成 し て い く 視 点 も 進 捗 管 理 の 中 に 取 り 入 れ て い

く と 良 い と の ご 示 唆 で あ る と 受 け 止 め た 。  

【 小 齋 委 員 】  

コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル は ， 地 域 が 学 校 を 支 援 す る た め に 重 要 だ

が ， 制 度 が ま だ 十 分 に 定 着 し て い な い 現 状 が あ る 。 地 域 を 巻 き 込

む に は 学 校 側 だ け で な く ， 市 民 側 の 取 り 組 み も 必 要 で あ る と 考 え

る 。  

ま た ， フ レ イ ル 予 防 事 業 で は ， 参 加 者 が 健 康 な 人 に 偏 る 傾 向 が あ

る 。 手 を 挙 げ ら れ な い 潜 在 的 な ニ ー ズ を 持 つ 人 に も ア プ ロ ー チ す

る 方 法 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

【 橋 本 会 長 】  

参 加 に 消 極 的 な 人 た ち を ど う 巻 き 込 む か は 重 要 で あ り ， そ の 人 た

ち こ そ ニ ー ズ が 高 い 傾 向 が あ る 。 フ レ イ ル 予 防 を 単 な る 運 動 に と

ど め ず ， 生 活 を 楽 し む 手 段 と し て 活 用 す る こ と が 検 討 さ れ る べ き

で あ る 。  



健 康 寿 命 の 延 伸 と Ｑ Ｏ Ｌ の 向 上 が 同 時 に 達 成 さ れ る わ け で は な

く ， 健 康 寿 命 が 限 ら れ て い て も Ｑ Ｏ Ｌ の 高 い 生 活 は 可 能 で あ り ，

ど ち ら を 重 視 す る か を 考 え ， サ ー ビ ス や 活 動 を 整 備 す る こ と が 必

要 だ 。 こ れ は ， 包 摂 的 な 社 会 を 築 く た め に 行 政 と 市 民 が ど の よ う

な 活 動 を 行 え る か を 考 え る 重 要 な 課 題 で あ る 。  

【 平 野 委 員 】  

こ の 部 会 を 通 じ ， 非 常 に 広 い 視 野 で の 取 り 組 み が 必 要 だ と 実 感 し

て い る 。 健 康 増 進 に 関 し て は ， 「 医 療 」 は 必 ず 関 与 し て お り ， す

べ て の 年 齢 層 に 関 わ る 多 岐 に わ た る 取 り 組 み が 行 わ れ て い る 。 プ

レ コ ン セ プ シ ョ ン や が ん 検 診 ， 不 登 校 へ の 小 児 科 の 関 わ り な ど ，

改 め て そ の 重 要 性 を 認 識 し た 。 医 療 現 場 は 点 と し て の 関 わ り が 中

心 と な っ て お り ， 全 体 と し て の 連 携 は 十 分 と は 言 え な い と 感 じ て

い る 。 今 年 度 か ら ， か か り つ け 医 機 能 の 法 制 度 が 導 入 さ れ ， 専 門

外 で 診 察 を 拒 む 場 合 ， ク リ ニ ッ ク や 病 院 の 評 価 に 影 響 す る 可 能 性

が あ る と さ れ て い る 。 医 師 会 と し て ， こ の 部 会 の 内 容 を ど れ だ け

の 医 師 が 理 解 し て い る か は 不 明 で あ る が ， 俯 瞰 的 に 見 な け れ ば な

ら な い 課 題 が 多 い こ と を 実 感 し た 。 こ の 情 報 を 医 師 会 に ど の よ う

に 伝 え て い く か が 今 後 の 課 題 で あ る 。  

【 橋 本 会 長 】  

「 か か り つ け 医 」 に つ い て は ， よ り 大 き な 視 点 で 言 え ば 「 地 域 医

療 構 想 」 と し て ， 地 域 の 医 療 シ ス テ ム に ど の よ う な 役 割 を 果 た す

か が ， 現 在 大 き な 曲 折 点 に あ る と 厚 生 労 働 省 は 考 え て い る 。 日 本

の 総 合 診 療 学 会 で は ， 総 合 診 療 と は 幅 広 く す べ て を 診 る こ と と 考

え ら れ て い る ， 実 際 に 求 め ら れ て い る の は 「 診 る こ と 」 よ り も ，

コ ー デ ィ ネ ー ト で き る 能 力 で あ る 。 横 断 的 に 患 者 や 家 族 を つ な ぐ

こ と が で き る 医 療 専 門 家 こ そ が ， 総 合 診 療 医 で あ り ， か か り つ け

医 と し て 求 め ら れ る 役 割 で あ る と 考 え る 。  

医 師 会 が そ の 姿 勢 を 持 つ か 否 か は 非 常 に 大 き な 意 味 を 持 つ 。 こ の

点 に つ い て ， 力 強 い お 言 葉 を い た だ い た と 考 え て い る 。  

【 斎 藤 委 員 】  

薬 剤 師 会 に お い て も ， 日 本 薬 剤 師 会 か ら の 指 導 の も と ， 地 域 で の

計 画 を 地 域 薬 剤 師 会 が 進 め る こ と が 強 く 求 め ら れ て い る 。 私 た ち

も 現 在 ， 自 ら 他 の 医 師 会 や 歯 科 医 師 会 ， 他 職 種 の 方 々 に 協 力 を 依



頼 し ， 共 同 で 活 動 す る こ と も あ れ ば ， 逆 に 他 団 体 か ら の 依 頼 に 応

じ て 取 り 組 む こ と も あ る 。 こ の よ う な 活 動 は ， 要 請 が あ れ ば 協 力

し て 対 応 し て い る 。 柏 市 全 体 と し て の 取 り 組 み が 着 実 に 構 築 さ れ

る こ と が 重 要 で あ る と 考 え て い る 。  

ま た ， 妊 娠 届 の 受 理 及 び 母 子 健 康 手 帳 交 付 事 業 に 関 し て ， 飲 酒 の

確 認 が 行 わ れ て い る が ， 喫 煙 に つ い て は 記 載 さ れ て い な い が ， 妊

娠 中 の 喫 煙 も 非 常 に 重 要 な 事 項 で あ る こ と か ら ， こ の 点 に つ い て

の 取 り 扱 い は ど う な っ て い る の か 。  

【 母 子 保 健 課 長 】  

妊 娠 ・ 出 産 に お け る 喫 煙 の 影 響 は 非 常 に 大 き い と 認 識 し て い る 。

そ の た め ， 妊 娠 届 の 受 理 時 に ご 家 族 の 方 を 含 め て 健 康 状 況 等 を 確

認 し ， 喫 煙 や 飲 酒 に つ い て も 説 明 し て い る 。 ま た ， 妊 婦 に 関 わ る

各 種 事 業 の 機 会 も 活 用 し ， ア ル コ ー ル だ け で な く 喫 煙 に つ い て も

周 知 を 行 っ て い る 。 今 後 さ ら に 取 り 組 み を 強 化 し て い き た い 。  

【 齊 藤 委 員 】  

我 々 も ， 小 中 学 校 で の 出 張 講 座 等 を 通 じ て ， 妊 婦 の 喫 煙 が 胎 児 に

与 え る 影 響 に つ い て の 指 導 を 行 っ て い る 。 そ の た め ， 機 会 あ る ご

と に リ ス ク に つ い て 理 解 し て も ら い ， 適 切 な 指 導 が 行 え る よ う 努

め て い る 。 今 後 も 引 き 続 き 取 り 組 ん で い く 。  

【 橋 本 会 長 】  

喫 煙 の 問 題 は 妊 婦 本 人 だ け で な く ， 同 居 し て い る 家 族 の 影 響 も 受

け る こ と か ら ， 包 括 的 な 情 報 収 集 の 上 で 助 言 や 必 要 な 支 援 を 行 え

る 体 制 を 整 備 す る こ と が 重 要 で あ る と い う ご 指 摘 だ っ た 。  

【 橋 本 会 長 】  

本 日 は ， 委 員 の 皆 様 か ら 非 常 に 重 要 な ご 指 摘 を い た だ き ， 進 捗 を

よ り 確 か な も の と す る た め の 示 唆 を 得 る こ と が で き た 。 こ れ ら を

事 務 局 で 取 り ま と め ， 全 体 と し て 提 案 の あ っ た 進 捗 管 理 の 方 法 に

沿 っ て 進 め て い く こ と に 了 承 い た だ き た い 。  

【 各 委 員 】  

（ 意 見 な し ）  

【 橋 本 会 長 】  

以 上 を も っ て 了 承 と し ， 事 務 局 に は 引 き 続 き 尽 力 い た だ く こ と と

す る 。  



 

【 橋 本 会 長 】  

全 体 の 議 論 を 踏 ま え て 中 込 政 策 ア ド バ イ ザ ー よ り ご 意 見 を 伺 い た

い  

【 中 込 政 策 ア ド バ イ ザ ー 】  

昨 年 度 ， 計 画 策 定 に 関 わ り ， オ ー ル 柏 体 制 の 非 常 に 良 い 計 画 が 策

定 で き た と 感 じ て い る 。 現 在 ， 取 り 組 み に つ い て 進 捗 管 理 を 行 い

な が ら 議 論 を 重 ね て い る が ， 熱 意 あ る 意 見 が 交 わ さ れ ， 柏 市 を よ

り 良 く し て い こ う と い う 体 制 が 整 っ て い る こ と を 実 感 し た 。  

内 容 面 で は ， セ グ メ ン ト ご と に 状 況 を 把 握 す る 必 要 性 や ， 支 援 が

届 い て ほ し い 人 に 十 分 に 届 い て い な い と い っ た 格 差 の 問 題 が 指 摘

さ れ た が ， こ れ ら は 全 国 的 な 課 題 で あ る と 同 時 に ， 柏 市 と し て も

今 後 重 点 的 に 取 り 組 む べ き 課 題 で あ る と 考 え る 。 進 捗 管 理 が 難 し

い 分 野 で は あ る が ， こ う し た 視 点 も 進 捗 管 理 項 目 と し て 検 討 し て

い く こ と が 望 ま し い と 感 じ た 。  

【 橋 本 会 長 】  

引 き 続 き ， 今 後 の 検 討 や 調 整 の 初 期 段 階 か ら 助 言 を お 願 い し た

い 。 以 上 を も っ て ， 本 日 予 定 し て い た 議 論 を 終 了 と す る 。  
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